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◆旧岩崎邸庭園和館 

 岩崎家の家紋の三階菱（さんかいびし）。 

明かり障子。三階菱をアレンジ。 

 

 

 

 

「無量寿国」の額。 

阿弥陀仏の浄土のこと。 

 

◆京都ぎおん おいしんぼ 神楽坂店 

「大富貴」の額。 

～～～～～～～～ 

【富貴】 

《名ノナ》富(とみ)も地位もあること。金持で身分が高いこと。 

～～～～～～～～ 

 

◆駒場公園和館 

駒場公園の東門を入ってすぐ左手、大樹に包まれて静かにたたずむこの書院造 

りの建物は、渡り廊下（通行はできない）で繋がる旧静田侯爵邸洋館（前田家本邸） 

竣工の翌年、昭和 5年（1930）に完成した。ロンドン駐在武官を務めた旧加 

賀藩主前田家十六代当主・利為(としなり)が、外国人賓客の接待用に建てたという。利為の 

死後は民間人の手に渡り、戦後の一時期は進駐してきたアメリカ軍に接収されて、 

GHQ（連合国軍総司令部）最高司令官マッカーサーの後任・リッジウェイが夫人 

ともどもこの館に住んだ。現在は 1階が一般開放され、玄関から次の間・上の問 

とつづく広間やその奥の茶室、広間左の和室が見学あるいは利用できる。 

 17・5畳の次の間と 21畳の上の間を合わせた広間は、北側を幅 1間半の畳の表 

廊下、南の庭園側は畳に一部板張りの入側(いりがわ)（座敷と縁側を隔てる 1間幅の通路）に 

接し、入側と濡縁との問には大きなガラスの障子を立てて、広々と明るい。庭園 

から吹く風も心地よく「寝転ばないで」の注意書きが素直に納得できる。上の 

間と次の間の境、細かい細工の格子に家紋を透かし彫りした筬(おさ)欄間が美しい。こ 

の広間で、かつてリッジウェイ太秦はダンスパーティを催したことがあるという。 



天井のシャンデリアは当時の名残か。 

 網代天井の茶室、金砂子張りの床の間つきの１０畳の和室も見応えがある。 

 

網代天井が美しい茶室。茶会開催 

時は見学できない 

 

 

 

◆古桑(こそう)庵 

 自由が丘駅から 5分 

 

 

 

◆八芳園 壺中(こちゅう)庵 



 

蘭の間。右手奥、ガラス窓が明るい一角は暖炉を切ったイングルヌック。（天井を低くし、暖炉周りに作り付

けのベンチを設けた炉端） 

正面の仏像の下の腰板を開くと抜け穴がある。「孫文の抜け穴」という。久原邸に出入りしていた孫文を、

いざというときに逃がすための抜け道だった 

 

 

◆旧小坂邸 



 

 

 玄関脇、6畳の茶室。桁は檜丸太、天井はガマの茎を張った

蒲(がま)天井。一時期横山大観が住んだのはこの部屋ではない。 



瀬田四丁目広場 旧小坂邸 

 

緑のなかにただ一軒、世田谷の別邸建築の粋を伝える 

 明治の中ごろ以降、世田谷の岡本から上野毛にかけての国分寺崖線沿いには、 

一帯の風光を愛した政治家や財界人たちの別邸が建ち並んだ。豊かな水と緑のな 

かに瀟洒な建物が点在する独特の景観は、震災や戦災などさまざまな災厄によっ 

て次第に失われ、緑こそ当時とあまり変わらないものの、建物としては今では旧 

小坂邸 1軒が残るばかりだ。 

 昭和 12年（1937）上棟のこの屋敷は、信濃銀行取締役を経て貴族院議員を 

務めた小坂順三の別邸として建てられた。建物は江戸時代の古民家を思わせる造 

りの木造平屋建てに、一部 2階を設けている。南面して入側(いりがわ)や居間、茶の間があ 

る主屋棟を中心に、北西に応接棟、東に台所や浴室がある生活棟、渡り廊下で繋 

いだ奥の南東側に 2階建ての寝室棟と、全体の配置は雁行(がんこう)型。国分寺崖線の縁辺 

部に建ち、急斜面の庭の下方には独立した茶室があった。 

 建物は内外とも装飾のほとんどない剛毅な造り。なかで長さ 6間余、北山杉の 

一木の磨き丸太を渡した入側の縁桁(えんげた)が見ものだ。 

 昭和 20年 3月 9日、横山大観は日々激しさを増す空襲から逃れて、上野池之端 

の自宅を引き払って夫人ともども当家の茶室に移り住む。翌 10日、史上未曽有の 

空襲によって東京の下町は焦土と化し、大観の自宅も焼失した。 

 

 

  

 



 


